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8 議案の賛否一覧
各議員の議案等に対する賛否を掲載

2 質疑・一般質問
市政を問う　18人が登壇

委員会の行政視察
先進的な取り組みを視察

全国豊かな海づくり大会兵庫大会
明石市議会の取り組みは

7

128委員長に聞く
今年度の重点的な取り組みは

令和３年度一般会計決算を不認定
決算審査特別委員会

9
議案の賛否一覧
各議員の議案等に対する賛否を掲載 市議会だよりを

　　  スマホで読める

※利用にはアプリのダウンロード
　が必要です。

5

6

議員よもやま話 10 夏休み親子で議会体験ツアーを開催も
く
じ

今年11月の全国豊かな海づくり大会開催に合わせて復元整備された旧波
は

門
と

崎
さき

燈
とうろうどう

籠堂（明石港旧灯台）

　
令
和
４
年
第
２
回
定
例
会
９
月
議
会
が
９
月
６
日
か
ら
10
月
12
日
ま
で

開
か
れ
ま
し
た
。
明
石
市
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
の

こ
と
な
ど
議
案
11
件
を
可
決
・
同
意
、
報
告
９
件
を
了
承
、
請
願
1
件
を

採
択
し
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
３
年
度
決
算
の
う
ち
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
を
不
認
定
と
し
、特
別
会
計・企
業
会
計
決
算
12
件
を
認
定
し
ま
し
た
。

９ 月 議 会９ 月 議 会
第２回定例会

物
価
高
騰
に
苦
し
む
非
課
税
世
帯
等
へ

　
５
万
円
給
付
の
た
め
の
補
正
予
算
を
可
決

　
　
　
急
激
な
収
入
低
下
世
帯
も
対
象
に

　
10
月
12
日
の
本
会
議
で
は
、

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価

格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
給

付
の
た
め
の
令
和
４
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。

　
同
事
業
は
、
電
力・ガ
ス・

食
料
品
等
の
価
格
高
騰
に
よ

る
負
担
増
を
踏
ま
え
、
特
に

　
10
月
12
日
の
本
会
議
で
は
、

市
内
小
学
校
の
記
念
式
典
会

場
に
お
け
る
泉
市
長
の
暴
言

に
つ
い
て
、
緊
急
質
問
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
10
月
８
日
の
式
典
会
場
で

市
長
が
、
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
役
員
に
対
し
て
、
お
ま
え

来
年
の
選
挙
し
ら
ん
ぞ
、
応

援
せ
ん
ぞ
、
覚
え
て
お
け
よ

と
発
言
し
た
ほ
か
、
式
典
に

出
席
し
て
い
た
市
議
会
議
員

に
は
、
お
ま
え
問
責
決
議
に

賛
成
し
た
ら
許
さ
ん
か
ら
な
、

覚
え
て
お
け
よ
と
顔
の
前
ま

で
近
づ
き
３
度
恫ど
う
喝か
つ
し
、
市

議
会
議
長
に
も
、
お
ま
え
問

責
決
議
を
出
し
や
が
っ
て
、

お
ま
え
ら
選
挙
で
落
と
し
た

る
か
ら
な
と
民
主
主
義
を
否

定
し
、
脅
迫
と
も
と
れ
る
発

言
や
振
る
舞
い
を
し
た
と
聞

い
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

発
言
は
事
実
な
の
か
。
事
実

で
あ
れ
ば
、
市
長
の
発
言
の

認
識
と
そ
の
意
図
を
聞
き
た

い
と
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
長
か
ら
は
、
暴
言
を
吐

い
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
私

が
暴
言
を
吐
い
た
３
人
の
方

と
多
く
の
市
民
を
裏
切
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

お
わ
び
を
申
し
上
げ
た
い
。

発
言
に
つ
い
て
は
、
言
っ
た

言
葉
は
覚
え
て
い
な
い
が
、

怒
り
に
任
せ
た
い
き
な
り
の

こ
と
で
、
言
葉
の
中
身
に
意

味
は
な
い
。
過
去
の
件
か
ら

も
暴
言
を
吐
く
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
責
任

を
し
っ
か
り
と
取
り
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
半
年
後
の

現
在
の
任
期
満
了
を
も
っ
て

政
治
家
を
引
退
し
た
い
と
考

え
て
い
る
と
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

家
計
へ
の
影
響
が
大
き
い
低

所
得
世
帯
に
対
し
、
１
世
帯

当
た
り
５
万
円
を
給
付
す
る

も
の
で
す
。
対
象
は
、
令
和

４
年
度
分
の
住
民
税
非
課
税

世
帯
お
よ
び
４
年
１
月
か
ら

12
月
ま
で
の
間
に
急
激
な
収

入
低
下
に
よ
り
、
直
近
の
収

入
が
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

水
準
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

家
計
急
変
世
帯
で
、
３
万
８

千
世
帯
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

予
算
額
は
19
億
９
８
９
０
万

円
で
、
財
源
は
全
額
が
国
か

ら
の
補
助
で
す
。
11
月
中
旬

に
対
象
と
な
る
住
民
税
非
課

税
世
帯
に
確
認
書
を
送
付
し
、

返
送
の
あ
っ
た
世
帯
か
ら
順

次
支
払
い
を
開
始
す
る
と
と

も
に
、
家
計
急
変
世
帯
の
申

請
受
付
を
開
始
す
る
予
定
で

す
。

　
審
査
を
行
っ
た
文
教
厚
生

常
任
委
員
会
で
は
、
市
か
ら

確
認
書
が
届
か
な
い
家
計
急

変
世
帯
は
自
ら
申
請
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
申
請
漏
れ

が
な
い
よ
う
に
周
知
を
徹
底

さ
れ
た
い
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。
市
か
ら
は
、
広
報

紙
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

市
役
所
窓
口
や
福
祉
施
設
、

民
生
児
童
委
員
な
ど
を
通
じ

て
周
知
を
行
い
、
申
請
漏
れ

が
な
い
よ
う
努
め
る
と
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

市民および議員への暴言

怒りに任せた許されない行動
今期限りで政治家を引退

　
前
副
市
長
２
人
が
任
期
途

中
の
令
和
４
年
３
月
31
日
付

で
退
任
し
、
同
年
４
月
１
日

か
ら
空
席
と
な
っ
て
い
た
副

市
長
に
横よ
こ
田た

秀し
ゅ
う
じ示
氏（
59
歳・

明
石
市
）と
佐さ

野の

洋よ
う
子こ

氏（
57

歳
・
明
石
市
）
を
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
横
田
氏
は
、
昭
和
62
年
か

ら
明
石
市
に
奉
職
さ
れ
、
総

務
部
職
員
室
長
、
政
策
局
企

画
部
長
、
政
策
局
長
な
ど
を

歴
任
し
て
い
ま
す
。

　
佐
野
氏
は
、
昭
和
63
年
か

ら
明
石
市
に
奉
職
さ
れ
、
こ

ど
も
総
合
支
援
部
長
、
こ
ど

も
局
長
、
明
石
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
所
長
な
ど
を
歴
任
し
て

い
ま
す
。
両
氏
は
令
和
４
年

４
月
か
ら
統
括
理
事
を
務
め

て
い
ま
し
た
。

　
本
市
の
副
市
長
は
２
人
制

で
、
任
期
は
令
和
４
年
９
月

28
日
か
ら
４
年
間
で
す
。

副
市
長
を
選
任

横
田
氏
と
佐
野
氏

きゅう
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竹　内　きよ子（明石かがやきネット・代表質問）
①令和３年度明石市一般会計決算　②市内小・中学
校における教育環境整備　③明石市の投票率向上に
向けて
千　住　啓　介（自民党 真誠会・代表質問）
①令和３年度決算及び基金　②あかし安全のまちづく
り計画　③市内の均衡ある発展　④ＤＸ推進事業
国　出　拓　志（公明党）
①西明石　②防災・減災対策　③男性用トイレにサニ
タリーボックスを設置しないか
林　　　丸　美（明石かがやきネット）
①新型コロナ感染症の影響による生活困窮世帯への
支援　②高丘小中一貫教育校へ通う児童生徒の通学
状況　③オーガニック給食
石　井　宏　法（自民党 真誠会）
①デジタル地域通貨　②明石市民まつり・花火大会
飯　田　伸　子（公明党）
①マイナンバーカード交付推進　②帯状疱疹ワクチン
接種費用助成制度
吉　田　秀　夫（明石かがやきネット）
①明石市職員の定年年齢引上げ　②災害時要配慮者
への支援　③市民病院の建て替え　④明石市道路通
報システム（ここみてＲｅｐｏｒｔ）　
寺　井　吉　広（自民党 真誠会）
①河川の管理　②一人暮らしの方の安全・安心な暮ら
しの確保
松　井　久美子（公明党）
①プレコンセプションケア（若い男女を対象として将
来の妊娠のための健康管理を促す取組）　②病児・病
後児保育事業の拡充　③脱炭素社会実現に向けた本
市の考え方
梅　田　宏　希（公明党）
①新型コロナウイルス対策　②市役所新庁舎の整備
③山手小学校の教育環境
尾　倉　あき子（公明党）
①施設・里親などを巣立つケアリーバーへの支援　　
②路線バス藤江周辺線地域の高齢者・障がい者等へ
の移動支援　③子どもたちが楽しめるスケートボード
パークの整備
楠　本　美　紀（日本共産党）
①明石養護学校にスクールバスを　②生活保護受給
者に対する支援　③下水道汚泥の堆肥化を　④介護
保険事業
森　　　勝　子（維新の会）
①西明石活性化　②県立明石公園　③市内の医療体
制　④明石川の災害時の対応　⑤たこバスルートの
延伸　⑥旧統一教会　⑦人と動物の共生　⑧ボラン
ティア団体支援
家根谷　敦　子（スマイル会）
①障害者支援　
宮　坂　祐　太（フォーラム明石）
①民生児童委員を取り巻く諸課題
丸　谷　聡　子（かけはしＳＤＧｓ）
①明石市で安心して出産できる産後ケア施設の体制
づくりと産後ケア事業の改善　②市役所新庁舎建て
替え計画　③明石公園に関するＰＴ（プロジェクトチ
ーム）の取組
辻　本　達　也（日本共産党）
①議案第67号 令和３年度明石市一般会計歳入歳出決
算　②地方税法上の守秘義務調査特別委員会からの
改善提案　③明石市総合浸水対策計画　④旧統一教
会及び関連団体と本市の関わり
北　川　貴　則（維新の会）
①コロナに負けない生活支援と福祉の充実　②自治
会未加入者の方々への対応　③（仮称）明商ネット大
学の創設
10月12日質疑
辻本達也（日本共産党）
◎議員提出議案第９号　泉房穂市長に対する問責決
議のこと
10月12日緊急質問
竹内きよ子（明石かがやきネット）
◎泉市長による暴言

　
９
月
13
日
、
14
日
、
15
日

の
本
会
議
で
は
、
18
人
の
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
市

の
見
解
を
求
め
ま
し
た
。
ま

た
、
10
月
12
日
に
質
疑
と
緊

急
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
発

言
者
と
質
問
項
目
の
一
覧
は

下
段
に
、
主
な
内
容
は
２
面

か
ら
５
面
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
と
本
会
議
の
録
画
映

像
を
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

発　言　者　一　覧
−発言順−（　）は会派名

問　
令
和
３
年
度
一
般
会
計

決
算
に
お
い
て
、
実
質
収

支
の
黒
字
と
基
金
残
高
が

増
加
し
た
要
因
は
何
か
。

ま
た
、
歳
出
の
目
的
別
内

訳
を
見
る
と

 

民
生
費
が
50
・

 

９
％
を
占
め
、

突
出
し
て
高

い
が
、
必
要

な
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
対
す

る
予
算
は
確

保
さ
れ
て
い

る
の
か
。
将

来
を
見
据
え

た
財
政
運
営

に
つ
い
て
、

市
の
見
解
を

問　
市
役
所
新
庁
舎
は
シ
ン

ボ
ル
的
な
施
設
で
あ
る
た

め
、
建
て
替
え
に
つ
い
て

は
市
民
の
意
見
を
反
映
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
。
そ
の
た
め
に
は
市

民
参
画
が
欠
か
せ
な
い
が
、

市
民
か
ら
全
く
見
え
な
い

と
こ
ろ
で
計
画
が
進
ん
で

い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。

市
民
説
明
会
を
実
施
し
、

市
民
も
議
論
に
参
加
で
き

る
審
議
組
織
を
設
置
す
る

な
ど
、
基
本
設
計
に
市
民

の
意
見
を
反
映
す
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
50
年
先
ま
で
使
用
す

る
新
庁
舎
は
、
ゼ
ロ
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
を
目
指
す

べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
認
識
を
問
う
。

答　
市
は
、
市
役
所
の

建
て
替
え
に
向
け
て
、

令
和
２
年
12
月
に
基

本
設
計
（
素
案
）
を

作
成
し
、
パ
ブ
リ
ッ

 

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
、

３
年
４
月
に
広
報
紙

を
活
用
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
現

在
は
、
こ
れ
に
基
づ
き
素

案
の
修
正
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
素
案
の
修
正
版

を
12
月
議
会
に
報
告
し
た

上
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
や
市
民
説
明
会
を
行

い
、
市
民
の
意
見
を
取
り

入
れ
る
予
定
で
あ
り
、
審

議
組
織
の
設
置
は
検
討
し

て
い
な
い
。

 

　
な
お
、
国
の
財
政
支
援

を
受
け
る
た
め
に
は
、
今

年
度
中
に
基
本
設
計
を
策

定
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

庁
内
各
部
署
な
ど
と
連
携

し
進
め
て
い
る
。

 

　
新
庁
舎
は
、
雨
水
の
再

利
用
や
地
中
熱
を
取
り
入

れ
た
空
調
シ
ス
テ
ム
、
太

陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す

る
が
、
全
て
の
電
力
を
賄

う
こ
と
は
設
置
ス
ペ
ー
ス

や
費
用
の
面
か
ら
難
し
い

た
め
、
ま
ず
は
庁
舎
に
必

要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
半
減

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

く
。　

問
う
。

答　
３
年
度
一
般
会
計
決
算

の
実
質
収
支
は
、
12
億
７

千
万
円
の
黒
字
で
あ
る
。

要
因
は
、
市
税
収
入
の
減

少
を
見
込
ん
で
い
た
が
前

年
度
と
同
水
準
を
確
保
で

き
た
た
め
だ
。
ま
た
、
市

の
貯
金
で
あ
る
基
金
は
地

方
財
政
法
に
基
づ
き
、
約

８
億
６
千
万
円
を
積
み
立

て
た
こ
と
で
、
年
度
末
の

基
金
残
高
は
、
約
１
２
０

億
６
千
万
円
と
な
っ
た
。

 

　
民
生
費
の
構
成
比
が
高

い
理
由
は
、
待
機
児
童
対

策
を
は
じ
め
、
市
独
自
の

事
業
経
費
や
障
害
福
祉
費

な
ど
の
社
会
保
障
関
係
経

費
が
増
加
し
て
い
る
た
め

で
あ
り
、
３
年
度
に
関
し

て
は
コ
ロ
ナ
対
策
経
費
が

多
額
に
上
っ
た
こ
と
も
影

響
し
て
い
る
。

 

　
今
後
は
、
市
役
所
新
庁

舎
や
新
ご
み
処
理
施
設
な

ど
の
整
備
や
老
朽
化
す
る

道
路
、
上
下
水
道
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
・

更
新
な
ど
に
多
額
の
投
資

が
必
要
と
な
る
が
、
土
地

開
発
公
社
清
算
の
た
め
の

年
８
億
円
の
返
済
が
５
年

度
末
に
終
了
す
る
こ
と
に

加
え
、
交
付
税
措
置
の
あ

る
市
債
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
必
要
な
整
備
を

行
う
一
方
、
持
続
可
能
な

財
政
運
営
も
図
っ
て
い
く
。

　
　

令和３年度決算
民生費の構成比 50％超

将来を見据えた財政運営を

問　
西
明
石
活
性
化
に
向
け

た
取
り
組
み
は
、
２
０
１

７
年
に
示
さ
れ
た
案
と
現

状
で
は
大
き
く
異
な
っ
て

い
る
。
本
市
の
考
え
を
問

う
。

答　
２
０
１
７
年
に
は
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
向
上
、

地
域
交
流
拠
点
の
整
備
等

を
図
る
た
め
、
市
が
所
有

改
札
と
駅
ビ
ル
建
設
の
ほ

か
、
同
社
社
宅
用
地
と
一

体
で
の
サ
ン
ラ
イ
フ
明
石

の
建
て
替
え
等
を
順
次
進

め
て
い
る
。
な
お
、
サ
ン

ラ
イ
フ
明
石
に
は
、
こ
れ

ま
で
の
機
能
に
地
域
交
流

拠
点
と
し
て
の
機
能
を
追

加
す
る
予
定
だ
。

 

　
ま
た
、
旧
国
鉄
清
算
事

業
団
用
地
等
は
、
現
在
の

整
備
計
画
と
並
行
し
て
、

隣
地
を
所
有
す
る
関
係
機

関
と
土
地
の
権
利
関
係
の

調
整
を
行
い
、
さ
ら
な
る

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
取
り
組
み
と
し
て
、
駅

周
辺
の
当
該
土
地
を
最
大

す
る
西
明
石
駅
南
側
の
旧

国
鉄
清
算
事
業
団
用
地
を

有
効
活
用
す
る
と
の
方
向

性
を
示
し
た
。
し
か
し
そ

の
後
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
か
ら

西
明
石
駅
周
辺
地
域
全
体

を
含
め
た
ま
ち
づ
く
り
の

提
案
が
あ
り
、
２
０
２
０

年
12
月
に
協
定
を
締
結
し
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
付
き
の
新

限
活
用
で
き
る
事
業
手
法

や
整
備
す
る
機
能
等
の
調

査
を
開
始
し
た
。

 

　
今
後
は
、
調
査
結
果
を

踏
ま
え
、
具

体
的
な
整
備

内
容
を
決
定

す
る
と
と
も

に
、
現
在
の

取
り
組
み
を

第
１
弾
と
し
、

旧
国
鉄
清
算

事
業
団
用
地

を
活
用
し
た

第
２
弾
、
駅

北
側
も
含
め

た
第
３
弾
と

取
り
組
み
を

進
め
る
。
行
政
サ
ー
ビ
ス

機
能
の
向
上
は
、
西
明
石

全
体
の
活
性
化
の
中
で
検

討
し
て
い
く
。

動
き
出
し
た
西
明
石
活
性
化

　
　

  

行
政
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
向
上
は

市
役
所
庁
舎
の
建
て
替
え

基
本
設
計
に
市
民
意
見
の
反
映
を

インフラの維持管理も重要

建て替えが予定されているサンライフ明石

今年度中に基本設計を策定
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問　
病
児
・
病
後
児
保
育
事

業
の
拡
充
に
つ
い
て
、
市

の
考
え
を
問
う
。

答　
市
内
に
は
、
東
部
の
明

 

石
市
立
市
民
病
院

に
定
員
５
人
、
西

部
の
西
江
井
島
病

院
に
定
員
４
人
の

医
療
機
関
併
設
型

病
児
・
病
後
児
保

 

育
施
設
が
あ
る
。

両
施
設
は
病
院
の

敷
地
内
や
近
隣
で

開
設
し
て
お
り
、

体
調
の
急
変
な
ど
、

緊
急
時
に
迅
速
な

問　
中
核
市
へ
の
移
行
に
よ

る
権
限
を
生
か
し
て
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
が
活

動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

は
整
え
ら
れ
た
の
か
。

答　
民
生
委
員
・
児
童
委
員

問　
築
後
31
年
が
経
過
し
た

明
石
市
立
市
民
病
院
は
、

設
備
の
老
朽
化
が
進
み
、

高
度
な
医
療
機
器
の
導
入

に
支
障
が
生
じ
て
お
り
、

早
期
の
再
整
備
が
望
ま
れ

る
。
建
て
替
え
に
向
け
た

検
討
に
着
手
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
の
認
識
は
。

答　
市
民
病
院
は
、
今
年
３

月
に
今
後
の
病
院
体
制
の

あ
り
方
に
関
す
る
報
告
書

を
ま
と
め
、
30
年
後
を
見

据
え
た
診
療
体
制
の
方

向
性
に
つ
い
て
の
見
解

を
示
し
た
。
今
後
の
課

題
と
し
て
設
備
の
老
朽

化
が
挙
げ
ら
れ
、
更
新

が
望
ま
れ
て
い
る
。
今

後
、
医
療
現
場
や
病
院

経
営
の
観
点
か
ら
、
さ

ら
な
る
調
査
・
検
討
が

 

必
要
で
、
目
指
す
べ
き

診
療
体
制
や
病
院
機
能
、

中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ

た
投
資
計
画
な
ど
の
検
討

を
進
め
る
と
し
て
い
る
。

 

　
市
は
、
市
民
病
院
を
応

援
し
て
い
く
立
場
に
あ
り
、

し
っ
か
り
と
情
報
を
共
有

す
る
と
と
も
に
、
周
辺
地

域
も
含
め
た
地
域
医
療
体

制
を
構
築
し
て
い
く
。
さ

ら
に
、
地
域
医
療
の
在
り

方
を
市
医
師
会
や
市
内
の

大
規
模
病
院
も
参
加
す
る

検
討
組
織
の
中
で
議
論
し
、

方
針
を
ま
と
め
て
い
き
た

い
。

問　
常
設
型
の
デ
ジ
タ
ル
地

域
通
貨
の
導
入
に
つ
い
て
、

市
の
認
識
を
問
う
。

答　
本
市
は
、
地
域
通
貨
を

地
域
経
済
活
性
化
策
の
一

 

つ
と
し
て
、
紙
媒
体
で
実

施
し
て
い
る
。
常
設
型
の

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
は
、

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
者
は
、
こ
の
夏
の

第
７
波
で
過
去
最
多
と
な

 

っ
た
。
高
齢
者
だ
け
で
な

く
、
一
人
暮
ら
し
の
若
者

も
不
安
を
抱
え
て
生
活
し

て
お
り
、
感
染
し
た
際
に

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て

も
必
要
な
情
報
が
分
か
り

に
く
い
と
の
声
が
あ
る
。

早
急
に
改
善
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
の
認
識
を
問

問　
児
童
養
護
施
設
や
里
親

な
ど
社
会
的
養
護
の
下
で

育
ち
、
年
齢
制
限
に
よ
り

保
護
か
ら
自
立
し
た
子
ど

も
（
ケ
ア
リ
ー
バ
ー
）
の

現
状
と
本
市
の
取
り
組
み

う
。

答　
本
市
で
は
、
８
月
中
旬

の
ピ
ー
ク
時
に
新
規
感
染

者
が
１
日
８
９
７
人
と
な

っ
た
。
自
宅
療
養
者
も
一

時
４
千
人
を
超
え
た
が
、

電
話
や
メ
ー
ル
を
利
用
し

て
、
速
や
か
に
連
絡
を
取

れ
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

特
に
、
重
症
化
リ
ス
ク
の

あ
る
一
人
暮
ら
し
の
人
と

連
絡
が
つ
か
な
い
場
合
は
、

を
聞
く
。

答　
児
童
福
祉
法
の
社
会
的

養
護
の
措
置
は
、
原
則
18

歳
ま
で
、
最
長
22
歳
ま
で

で
あ
る
が
、
法
改
正
に
よ

り
、
児
童
自
立
生
活
援
助

看
護
師
等
が
自
宅
を
訪
問

し
健
康
状
態
を
確
認
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
食
料
品

な
ど
の
調
達
が
困
難
な
人

に
は
、
事
情
を

確
認
し
た
上
で

支
援
を
行
っ
て

い
る
。

 

　
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
は
、
感
染

者
、
濃
厚
接
触

者
、
症
状
が
現

れ
た
人
な
ど
、

状
況
に
応
じ
て

必
要
な
情
報
が

得
ら
れ
る
よ
う

整
理
し
て
い
る
。

 

　
今
後
は
、
Ｓ

が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
と
し
て
、
定
数
や
区

域
の
変
更
、
年
齢
要
件
の

 

見
直
し
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
定
数
は
、
市
の

実
情
に
応
じ
て
条
例
や
規

則
で
定
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
令
和
元
年
度
の
一

 

斉
改
選
で
民
生
委
員
・
児

童
委
員
を
５
人
、
主
任
児

童
委
員
を
２
人
増
員
し
、

全
小
学
校
区
に
配
置
し
た
。

今
年
12
月
の
一
斉
改
選
で

は
、
区
域
担
当
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
を
さ
ら
に

３
人
増
員
す
る
予
定
だ
。

ま
た
、
区
域
の
変
更
は
地

域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
実

施
し
、
年
齢
要
件
は
元
年

度
の
一
斉
改
選
時
か
ら
本

人
の
希
望
や
地
域
か
ら
の

推
薦
が
あ
る
人
は
定
年
を

１
期
３
年
延
長
で
き
る
よ

う
に
し
た
。

 
  

今
後
も
地
域
福
祉
活
動

の
一
層
の
充
実
に
向
け
、

あ
ら
ゆ
る
年
代
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
が
さ
ら
な

る
や
り
が
い
と
充
実
感
を

持
っ
て
活
動
に
取
り
組
め

る
よ
う
負
担
緩
和
を
行
い
、

地
域
で
必
要
と
す
る
業
務

に
専
念
で
き
る
よ
う
に
す

る
ほ
か
、
新
た
な
担
い
手

が
確
保
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。

対
応
が
で
き
る
た
め
、
児

童
や
保
護
者
に
と
っ
て
安

全・安
心
な
施
設
で
あ
る
。

 

　
し
か
し
、
他
市
と
比
べ

て
現
在
の
利
用
定
員
９
人

は
、
児
童
数
に
対
し
て
受

入
枠
が
少
な
く
、
東
西
２

カ
所
に
し
か
設
置
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
は
、
利
便
性

に
課
題
が
あ
り
、
子
育
て

世
帯
の
増
加
が
著
し
い
西

明
石
や
大
久
保
北
な
ど
、

市
中
西
部
に
施
設
を
新
設

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
医
療
機
関
併
設
型
保

育
施
設
の
新
設
は
、
開
設

で
き
る
土
地
や
施
設
を
持

つ
医
療
機
関
が
限
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
既
存

施
設
の
定
員
拡
充
に
取
り

組
む
。
さ
ら
に
、
保
育
所

併
設
型
保
育
施
設
の
開
設

に
も
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
受
入
枠
の
拡
充

と
利
便
性
の
向
上
を
図
っ

て
い
く
。

常
設
型
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
の
導
入

さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
あ
る
が
課
題
も

新
型
コ
ロ
ナ
過
去
最
高
の
感
染
者

不
安
抱
え
る
高
齢
者
や
一
人
暮
ら
し
の
若
者
へ

分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
を

施
設
や
里
親
を
離
れ
る
ケ
ア
リ
ー
バ
ー

生
活
の
安
定
と
孤
立
の
防
止

自
立
支
援
の
体
制
整
備
に
取
り
組
む

民生委員・児童委員の活動

地域福祉活動の充実目指す
人材確保し負担軽減へ

病児・病後児保育施設
東西２カ所では利便性に課題

市の中西部に新たな施設を

市
民
病
院
の
老
朽
化

早
期
の
再
整
備
を

地
域
医
療
の
在
り
方
は

Ｎ
Ｓ
を
活
用
す
る
な
ど
、

情
報
発
信
の
方
法
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。　

市
民
が
持
つ
ス
マ
ー
ト
フ 

ォ
ン
を
用
い
る
こ
と
で
紙

媒
体
よ
り
も
印
刷
代
や
郵

送
に
係
る
費
用
等
を
削
減

で
き
、
対
象
者
へ
一
斉
に

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
で
き
る

こ
と
か
ら
、
短
期
間
に
事

業
を
展
開
で
き
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
社

会
貢
献
や
健
康
増
進
を
目

的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
参
加

に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る

こ
と
に
よ
り
、
社
会
的
な

取
り
組
み
を
促
す
な
ど
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
を
図
る
基
盤
と
し
て

の
活
用
も
期
待
で
き
る
。

 

　
一
方
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
持
っ
て
い
な
い
人
に

対
し
て
は
紙
媒
体
の
発
行

が
必
要
で
あ
る
た
め
、
併

用
の
検
討
が
必

要
で
あ
り
、
そ

の
場
合
は
シ
ス

テ
ム
の
運
用
コ

ス
ト
が
必
要
に

な
る
な
ど
の
課

題
が
あ
る
。

 

　
今
後
は
、
本

市
の
デ
ジ
タ
ル

 

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

 

ー
メ
ー
シ
ョ
ン

の
取
り
組
み
を
進
め
る
中

で
、
社
会
の
動
向
を
見
極

め
な
が
ら
、
他
市
の
事
例

調
査
や
情
報
収
集
を
行
っ

て
い
く
。

地域活性化にもデジタル化が必要

コロナ対応の最前線（あかし保健所）

まずは定員の拡充を

建て替えに向けた検討を

事
業
の
年
齢
要
件
等
が
弾

力
化
さ
れ
、
節
目
の
年
齢

を
迎
え
て
も
必
要
に
応
じ

て
引
き
続
き
施
設
な
ど
で

の
生
活
が
可
能
と
な
る
。

 

本
市
は
、
こ
れ
ま
で
も

進
学
や
就
職
な
ど
の
支
援

が
引
き
続
き
必
要
と
な
る

と
き
は
措
置
を
延
長
し
て

い
る
。
ま
た
、
措
置
の
終

了
後
も
施
設
等
に
継
続
し

て
居
住
で
き
る
よ
う
調
整

を
行
う
ほ
か
、
自
立
後
の

生
活
を
支
え
る
た
め
に
家

賃
補
助
な
ど
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も

市
と
し
て
必
要
な
支
援
を

継
続
し
、
自
立
生
活
の
安

定
と
孤
立
の
防
止
に
努
め

て
い
く
。

 

　
な
お
、
支
援
を
継
続
す

る
こ
と
に
よ
り
、
里
親
や

施
設
等
の
需
要
が
増
え
、

定
員
が
不
足
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、

里
親
の
担
い
手
を
増
や
す

取
り
組
み
を
進
め
る
ほ
か
、

自
立
援
助
ホ
ー
ム
を
複
数

設
置
し
、
受
け
皿
や
支
援

体
制
の
充
実
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
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問　
県
下
で
２
番
目
に
児
童

数
が
多
い
山
手
小
学
校
は
、

児
童
数
の
増
加
に
伴
い
、

１
人
当
た
り
の
運
動
場
面

積
の
減
少
や
普
通
教
室
の

不
足
、
休
憩
時
間
に
ト
イ

レ
が
混
雑
す
る
な
ど
、
教

育
環
境
面
の
課
題
が
発
生

し
て
い
る
。
市
の
対
応
に

つ
い
て
聞
く
。

答　
本
市
は
、
子
育
て
世
代

の
人
口
増
が
続
い
て
お
り
、

問　
高
丘
小
中
一
貫
教
育
校

へ
校
区
外
か
ら
通
学
す
る

児
童
生
徒
の
多
く
は
バ
ス

を
利
用
し
て
い

る
が
、
始
発
の

大
久
保
駅
か
ら

す
で
に
満
員
で

乗
車
で
き
な
い

こ
と
が
あ
る
。

今
後
、
さ
ら
に

校
区
外
か
ら
通

学
す
る
児
童
生

徒
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
が
、

対
策
を
問
う
。

答　
高
丘
小
中
一

問　
明
石
養
護
学
校
へ
ス
ク 

ー
ル
バ
ス
を
導
入
す
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
進
ち 

ょ
く
状
況
を
聞
く
。

答　
同
校
の
通
学
方
法
は
、

昭
和
57
年
に
石
ケ
谷
公
園

付
近
の
現
在
地
へ
移
転
し

た
当
時
の
保
護
者
か
ら
の

要
望
に
よ
り
、
自
家
用
車

ま
た
は
保
護
者
が
同
乗
す

る
通
学
用
タ
ク
シ
ー
の
送

迎
と
し
て
い
る
。

 

　
し
か
し
、
共
働
き
世
帯

が
増
え
、
送
迎
が
保
護
者

の
負
担
と
な
り
、
養
護
学

校
の
通
学
を
希
望
し
て
い

て
も
地
域
の
学
校
を
選
ぶ

場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
保

護
者
の
体
調
や
用
事
な
ど

で
、
児
童
生
徒
は
元
気
だ

が
通
学
で
き
な
い
状
況
が

あ
る
こ
と
も
課
題
で
あ
る
。

そ
の
た
め
本
市
は
、
ス
ク 

ー
ル
バ
ス
の
導
入
を
検
討

し
て
い
る
。

 

　
時
期
は
、
早
く
て
も
来

年
度
後
半
を
予

定
し
て
お
り
、

車
両
は
一
般
的

な
大
型
バ
ス
で

は
な
く
、
可
能

な
限
り
児
童
生

徒
の
自
宅
近
辺

ま
で
行
け
る
よ

う
な
車
両
を
検

討
し
て
い
る
。

 
 

現
在
は
、
同

校
の
在
籍
者
と

来
年
度
の
入
学

予
定
者
の
保
護
者
に
対
し

て
意
向
調
査
を
行
っ
て
お

り
、
必
要
な
台
数
や
ス
ト

レ
ッ
チ
ャ
ー
タ
イ
プ
な
ど
、

形
状
の
把
握
に
努
め
て
い

る
。
な
お
、
医
療
的
ケ
ア

貫
教
育
校
へ
は
、
校
区
外

か
ら
70
人
程
度
の
児
童
生

徒
が
主
に
バ
ス
で
通
学
し

て
い
る
。

 

　
バ
ス
路
線
は
、
２
路
線

あ
り
、
高
丘
西
小
学
校
に

通
う
児
童
は
、
岩
岡
に
向

か
う
路
線
、
高
丘
東
小
学

校
や
高
丘
中
学
校
に
通
う

児
童
生
徒
は
、
明
石
北
高

校
を
経
由
す
る
路
線
を
利

用
し
て
い
る
。
明
石
北
高

校
を
経
由
す
る
バ
ス
は
、

本
数
が
少
な
く
、
高
校
生

も
利
用
す
る
。
特
に
雨
天

時
は
満
員
と
な
り
、
遅
延

も
発
生
し
て
い
る
。

 

　
現
在
、
高
丘
小
中
一
貫

教
育
校
と
市
教
育
委
員
会

か
ら
児
童
生
徒
の
乗
車
に

つ
い
て
、
雨
天
時
や
混
雑

時
の
配
慮
を
明
石
北
高
校

に
依
頼
し
て
い
る
。

 

　
今
後
は
、
明
石
北
高
校

へ
引
き
続
き
協
力
を
依
頼

す
る
と
と
も
に
、
児
童
生

徒
が
安
全
・
快
適
に
通
学

で
き
る
こ
と
や
、
な
る
べ

く
金
銭
的
な
負
担
が
生
じ

な
い
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
、

状
況
の
改
善
に
向
け
て
、

増
便
や
路
線
変
更
な
ど
を

バ
ス
会
社
と
協
議
し
て
い

く
。

問　
全
国
的
に
教
員
不
足
が

深
刻
化
し
て
い
る
が
、
本

市
も
多
く
の
学
校
で
欠
員

の
解
消
が
で
き
て
い
な
い
。

現
状
と
欠
員
を
解
消
す
る

た
め
の
方
策
を
聞
く
。 

答　
令
和
４
年
５
月
１
日
時

点
で
学
級
担
任
が
未
配
置

の
学
校
は
な
い
が
、
少
人

数
授
業
の
た
め
の
加
配
教

員
や
専
科
教
員
の
配
置
が

で
き
て
い
な
い
学
校
が
あ

 

っ
た
。
加
え
て
、
年
度
途

中
の
病
休
、
産
休
や
育
休

に
対
す
る
代
替
教
員
の
確

保
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。

問　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

支
援
ボ
ー
ド
の
普
及
に
向

け
た
本
市
の
取
り
組
み
は
。

答　
日
常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ボ
ー

ド
は
、
障
害
者
の
社
会
参

加
の
促
進
に
有
効
で
あ
る
。

そ
の
た
め
本
市
は
、
先
進

自
治
体
の
事
例
を
参
考
に

導
入
を
検
討
し
て
い
る
。 

 

　
そ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

市
内
の
事
業
者
を
対
象
に

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
マ
ナ
ー
研

修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

障
害
者
へ
の
接
客
に
対
す

る
困
り
ご
と
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
や
、
あ
か
し

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
モ
ニ
タ
ー

と
障
害
当
事
者
を
対
象
と

し
た
買
い
物
に
関
す
る
ア

 

　
各
学
校
で
は
、
全
て
の

教
員
が
多
く
の
業
務
を
抱

え
る
中
、
児
童
生
徒
の
学

び
を
保
障
す
る
た
め
教
員

同
士
で
補
い
合
っ
て
い
る
。

 

　
市
教
育
委
員
会
も
現
状

を
認
識
し
て
お
り
、
臨
時

講
師
の
名
簿
に
登
録
を
し

て
い
る
人
だ
け
で
は
な
く
、

定
年
退
職
し
た
教
員
に
も

依
頼
し
て
、
人
員
確
保
に

努
め
て
い
る
。
今
後
は
、

県
教
育
委
員
会
に
も
教
職

員
定
数
の
確
保
を
強
く
要

望
し
て
い
く
。

 
  

教
員
不
足
の
問
題
は
、

教
員
を
目
指
す
人
材
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
が
大
き

な
要
因
で
あ
る
。
現
状
、

教
員
は
、
長
時
間
勤
務
な

ど
の
印
象
が
強
い
が
、
生

き
生
き
と
し
た
教
育
活
動

が
で
き
、
情
熱
や
思
い
が

児
童
生
徒
の
心
に
響
く
魅

力
的
な
職
業
と
な
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
教
員
の
働
く

環
境
の
改
善
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
現

在
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
集

約
、
分
析
し
て
お
り
、
秋

以
降
に
開
催
予
定
の
差
別

解
消
を
支
援
す
る
地
域
づ

く
り
協
議
会
や
手
話
言
語

等
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

施
策
推
進
協
議
会
の
場
で

障
害
当
事
者
や
事
業
者
、

関
係
団
体
か
ら
意
見
を
聴

取
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

　
今
後
は
、
協
議
会
の
意

見
等
を
踏
ま
え
、
必
要
性

が
高
い
と
思
わ
れ
る
場
面

か
ら
順
次
、
明
石
市
版
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
ボ
ー
ド
を
作
成
し
、
普

及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

特
に
山
手
小
学
校
は
児
童

数
の
増
加
が
顕
著
で
あ
る
。

普
通
教
室
が
不
足
す
る
た

め
、
運
動
場
に
プ
レ
ハ
ブ

校
舎
を
増
築
し
、
教
室
の

確
保
に
努
め
て
い
る
が
、

こ
れ
に
よ
り
運
動
場
が
狭

く
な
り
、
学
校
教
育
法
で

規
定
し
て
い
る
適
正
規
模

を
満
た
せ
て
い
な
い
。
今

後
も
児
童
数
は
増
え
る
見

通
し
で
あ
り
、
早
急
に
対

応
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

　
現
在
、
運
動
場
を
含
む

教
育
環
境
を
改
善
す
る
た

め
に
小
学
校
周
辺
の
土
地

を
購
入
す
る
方
向
で
調
整

し
て
い
る
。
土
地
を
適

正
価
格
で
購
入
で
き
な

い
場
合
は
、
早
急
に
別

の
方
策
も
含
め
て
検
討

し
た
い
。

 

　
ト
イ
レ
の
混
雑
緩
和

の
対
策
と
し
て
、
和
式

ト
イ
レ
が
使
用
で
き
な

い
児
童
の
た
め
に
、
市

内
の
小
中
学
校
全
体
の

状
況
を
見
な
が
ら
全
て

の
便
器
の
洋
式
化
を
順

次
進
め
て
い
く
。な
お
、

状
況
に
よ
っ
て
は
、
緊
急

修
繕
で
低
学
年
の
女
子
ト

イ
レ
を
和
式
か
ら
洋
式
に

改
修
す
る
な
ど
の
対
策
も

図
っ
て
い
く
。

児
童
の
増
加
が
続
く
山
手
小
学
校

　
教
育
環
境
面
で
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

早
急
な
対
策
が
必
要

教員不足が深刻化
　 人員確保の取り組みと

働き方改革を推進　

高丘小中一貫教育校
安全で快適なバス通学を
増便や路線変更の協議へ

▽
採
択
さ
れ
た
請
願
△

○
豊
か
な
明
石
の
海
を
目
指
し
て
明
石
市
二
見
浄

化
セ
ン
タ
ー
か
ら
排
水
さ
れ
る
栄
養
塩
分
布
の

最
適
化
に
関
す
る
請
願

障
害
者
の
社
会
参
加

意
思
疎
通
の
支
援

明
石
市
版
支
援
ボ
ー
ド

プレハブ校舎により運動場が狭小に

始発から満員になる場合も

ニーズに沿ったスクールバスを検討中

明
石
養
護
学
校
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス

希
望
す
る
全
て
の
子
ど
も
が
利
用
で
き
る
よ
う

　
　
来
年
度
後
半
の
導
入
目
指
す

普及啓発に取り組む

が
必
要
な
児
童
生
徒
に
対

し
て
は
、
看
護
師
を
配
置

す
る
な
ど
、
障
害
の
程
度

に
か
か
わ
ら
ず
、
全
て
の

希
望
者
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
く
。

　
意
見
書
１
件
を
可
決
し
、
政
府
・
関
係
機
関
に
送
付

し
ま
し
た
。
以
下
は
そ
の
要
旨
で
す
。

◎
女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
を
強
力
に
推
進
す
る
た

め
の
支
援
を
求
め
る
意
見
書

　
政
府
に
対
し
、
地
方
に
お
け
る
女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材

育
成
の
強
力
な
推
進
を
図
る
た
め
、
次
の
事
項
を
実
施

す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

１
　
自
治
体
規
模
に
合
わ
せ
た
参
考
事
例
を
国
と
し
て

発
信
す
る
こ
と
。

２
　
テ
レ
ワ
ー
ク
可
能
な
企
業
の
斡
旋
、
紹
介
を
全
国

規
模
で
行
え
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
。

３
　
時
間
的
な
制
約
が
あ
っ
て
も
、
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル

を
習
得
し
て
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
る
就
労
が
で
き
、

実
践
経
験
を
積
む
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
。

４
　
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
支
援
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

５
　
着
実
な
遂
行
の
た
め
の
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
。

あ
っ
せ
ん
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度
は
コ
ロ
ナ
拡
大
前
の
５

倍
以
上
に
増
加
し
、
生
活

保
護
の
相
談
も
、
今
年
度

は
コ
ロ
ナ
拡
大
前
の
同
時

期
と
比
べ
３
割
以
上
増
加

し
て
い
る
。

 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

離
職
・
失
職
者
に
家
賃
相

当
額
を
支
給
す
る
「
住
居

確
保
給
付
金
」
や
、
社
会

福
祉
協
議
会
に
よ
る
貸
し

付
け
が
上
限
に
達
し
た
人

に
最
大
10
万
円
を
３
カ
月

支
給
す
る
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
金
」、
住

民
税
非
課
税
世
帯
や
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
家
計
が
急
変
し

 

た
世
帯
を
対
象
に
し
た「
臨

時
特
別
給
付
金
」
を
迅
速

に
支
給
し
て
き
た
。

 

　
こ
れ
ら
の
活
用
や
、
本

市
独
自
の
支
援
策
も
20
あ

り
、
生
活
保
護
世
帯
の
急

増
は
避
け
ら
れ
て
い
る
。

今
後
も
経
済
的
な
課
題
だ

け
で
な
く
、
相
談
者
が
抱

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
の

課
題
や
不
安
に
寄
り
添
っ

て
支
援
し
て
い
く
。

 

　
例
え
ば
、
26
年
の
台
風

11
号
に
よ
る
短
時
間
の
集

中
豪
雨
で
、
上
流
の
た
め

池
が
溢
れ
下
流
域
で
床
上

等
の
浸
水
被
害
が
発
生
し

た
魚
住
町
西
岡
の
山
川
地

区
で
は
、
そ
の
対
策
と
し

て
雨
水
管
の
整
備
や
水
路

の
か
さ
上
げ
、
た
め
池
で

の
雨
水
の
一
時
貯
留
、
大

雨
時
に
車
両
が
浸
水
し
な

い
よ
う
近
隣
の
公
園
を
一

時
避
難
場
所
に
活
用
す
る

な
ど
、
浸
水
被
害
を
軽
減

す
る
た
め
の
取
り
組
み
を

行
っ
た
。

 

　
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
踏
ま
え
、
庁
内
関

係
部
署
で
情
報
共
有
や
連

携
を
図
る
と
と
も
に
、
国

や
県
な
ど
の
関
係
機
関
と

も
連
携
し
取
り
組
ん
で
い

く
。

問　
明
石
川
の
災
害
時
の
対

応
に
つ
い
て
、
県
と
市
の

役
割
を
聞
く
。

答　
県
は
、
総
合
治
水
を
推

進
し
、
市
内
各
河

川
を
対
象
に
、
平

成
27
年
策
定
の
神

明
地
域
総
合
治
水

推
進
計
画
に
お
い

て
、
河
川
管
理
者

で
あ
る
県
と
市
の

役
割
を
定
め
て
い

る
。

 

　
県
の
役
割
は
、

河
川
堤
防
の
改
修

や
土
砂
の
撤
去
等

の
維
持
管
理
に
加

　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
期

満
了
と
な
る
川か
わ
本も
と
ま
り
子こ

氏

（
66
歳
・
明
石
市
）
を
引
き

続
き
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。
同
氏
は
、
明
石

保
育
協
会
会
長
な
ど
を
歴
任
、

教
育
委
員
会
委
員
に
は
平
成

22
年
か
ら
就
任
し
、
今
回
で

４
期
目
で
す
。

　
な
お
、
本
市
の
教
育
委
員

会
委
員
は
４
人
で
任
期
は
４

年
で
す
。

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
交
付
促
進
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
聞
く
。

答　
本
市
で
は
、
交
付
ス
タ

ッ
フ
を
増
員
し
、
夜
間
や

休
日
に
利
用
で
き
る
臨
時

交
付
窓
口
の
設
置
、
商
業

施
設
な
ど
で
申
請
用
写
真

の
無
料
撮
影
や
申
請
書
類

の
記
入
を
手
伝
う
出
張
申

請
を
実
施
し
、
交
付
と
申

請
機
会
の
拡
大
を
図
っ
て

い
る
。
な
お
、
令
和
４
年

８
月
末
時
点
の
交
付

率
は
、
45
・
２
％
で
、

13
万
７
７
０
６
件
で

あ
る
。

 

　
施
設
入
所
や
長
期

入
院
な
ど
の
事
情
に

よ
り
本
人
申
請
が
困

難
な
人
に
は
、
施
設

で
の
出
張
申
請
を
行

う
な
ど
、
要
望
に
応

じ
た
サ
ポ
ー
ト
を
実

問　
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援

の
現
状
を
聞
く
。

答　
生
活
再
建
支
援
担
当
窓

口
へ
の
相
談
件
数
が
昨
年

問　
明
石
市
総
合
浸
水
対
策

計
画
に
基
づ
く
取
り
組
み

状
況
を
聞
く
。

答　
本
計
画
は
、
平
成
21
年

に
策
定
し
、
雨
水
管
や
雨

を
一
時
的
に
貯
留
す
る
雨

水
流
出
抑
制
施
設
な
ど
の

整
備
だ
け
で
な
く
、
市
民

に
防
災
情
報
を
提
供
す
る

な
ど
ソ
フ
ト
面
か
ら
も
浸

水
対
策
を
行
っ
て
き
た
。

施
し
て
い
く
。

 

　
今
後
も
申
請
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
若
年
層
へ
の

啓
発
が
課
題
で
あ
る
た
め
、

10
月
か
ら
は
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
住

民
票
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
が
始
ま
る
こ
と
な
ど
取

得
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
提
示

し
、
申
請
の
増
加
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

え
、
現
地
に
水
位
標
や
監

視
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
な

ど
で
あ
る
。

 
　
市
の
役
割
は
、
集
中
豪

雨
に
よ
り
河
川
の
水
位
が

上
昇
し
、
水
防
体
制
を
と

っ
た
場
合
、
河
川
内
に
設

置
し
た
緑
地
や
遊
歩
道
に

利
用
者
が
い
な
い
か
確
認

し
、
河
川
に
設
置
し
た
ス

ロ
ー
プ
や
階
段
の
閉
鎖
を

行
う
ほ
か
、
河
川
に
氾
濫

の
危
険
が
あ
る
場
合
は
、

流
域
の
市
民
に
避
難
情
報

を
発
令
し
、
命
を
守
る
行

動
を
促
す
こ
と
で
あ
る
。

 

　
今
後
も
、
市
民
を
守
る

た
め
、
県
と
市
が
一
丸
と

な
り
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

の
両
面
か
ら
治
水
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
促
進

申
請
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
と

取
得
メ
リ
ッ
ト
の
広
報
を

明
石
川
の
災
害
対
応

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
市
民
を
守
る

　
　
県
と
市
が
一
丸
と
な
り
治
水
対
策

長引くコロナ禍
相談件数は５倍以上増加
生活困窮者への支援は

明石市総合浸水対策計画
雨水管整備や防災情報の提供
庁内および国・県と連携

明石川の氾濫を防ぐ

教
育
委
員
会
委
員

任
命
に
同
意

申請者の増加を目指す

よ し だ

　
ひ で

 
お

やさしいまちづくりを進める市民の幸せな暮らしを目指す
【担当分野】
市政の総合企画や広報、
財政・市税、消防など、
総務・財務部門や市民
の安全に関わる分野を
審査します。

―
重
点
的
に
取
り
組
む
事
項

　
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
あ
か
し

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
計
画
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。
こ
の
計
画
は
「
い
つ
ま
で
も
み

ん
な
で
支
え
合
う
」
と
い
う
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
理
念
を
取
り
入
れ
、
本
市
が
進
め
て

き
た
「
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
さ

ら
に
前
進
さ
せ
る
も
の
で
す
。
具
体
的

に
は
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
＋
を
は
じ
め
、
重
要
な
課
題
で
あ
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
係
る
取
り
組
み
を

総
合
的
か
つ
効
率
的
に
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
市
役
所
新
庁
舎
の
建
設
や
西

明
石
活
性
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も

議
論
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

―
委
員
長
と
し
て
一
言

　
新
た
な
計
画
の
も
と
、
み
ん
な
で
支

え
合
い
、
助
け
合
え
る
、
誰
に
と
っ
て

も
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
市
民
の
皆
さ

ま
と
一
緒
に
作
っ
て
い
け
る
よ
う
精
一

杯
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

吉 田　秀 夫
【議会歴】
在職１期。議会運営副
委員長、総務常任副委
員長などを歴任。
63歳。

総
務 

常
任
委
員
長
に
聞
く

と うい け い

　
じゅん

 

【担当分野】
教育や福祉、介護保険、
子育て支援・子どもの
健全育成、保健衛生な
ど、市民の暮らしを支
える分野を審査します。

―
重
点
的
に
取
り
組
む
事
項

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
、

10
月
か
ら
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
も
対
応
し

た
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
に
備
え
、
今
年
度
も
65
歳
以

上
の
人
の
接
種
費
用
を
無
料
に
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
ど
も
を
核
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
本
市
は
、
福
祉
教
育
の

充
実
に
向
け
、
市
立
明
石
商
業
高
校
に

福
祉
科
を
創
設
す
る
な
ど
、
子
ど
も
の

学
習
環
境
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
保

育
所
の
待
機
児
童
に
つ
い
て
は
、
今
年

４
月
時
点
で
１
０
０
人
ま
で
減
少
し
た

一
方
、
年
齢
に
よ
っ
て
は
定
員
割
れ
が

生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
対
策
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
委
員
長
と
し
て
一
言

　
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
を
対
象

と
す
る
委
員
会
と
し
て
、
し
っ
か
り
と

審
査
を
行
い
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
幸
せ

に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
尽
力
し
ま
す
。

井 藤　圭 順
【議会歴】
在職１期。生活文化常
任副委員長、文教厚生
常任委員などを歴任。
51歳。

文
教
厚
生 

常
任
委
員
長
に
聞
く
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災害にも強いまちを構築
【担当分野】
コミュニティや文化・
スポーツ、環境、産業
振興など、市民生活に
身近な分野を審査しま
す。

―
重
点
的
に
取
り
組
む
事
項

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
も
３
年
が
過
ぎ
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
案

で
新
し
い
考
え
方
や
生
活
様
式
の
転
換

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
国

や
県
の
支
援
策
な
ど
も
注
視
し
な
が
ら

市
民
生
活
に
直
結
し
た
案
件
を
議
論
し

て
い
ま
す
。
市
民
に
と
っ
て
必
要
な
施

策
の
優
先
順
位
を
見
極
め
、
経
費
に
無

駄
は
な
い
か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

を
出
し
合
い
議
論
を
深
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
て
の
案
件
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考

え
方
を
取
り
入
れ
、
持
続
可
能
性
を
念

頭
に
置
い
た
考
え
方
や
人
権
施
策
に
見

合
う
内
容
な
の
か
な
ど
、
議
員
の
提
案

も
合
わ
せ
な
が
ら
市
民
の
生
活
を
最
優

先
に
審
査
し
て
い
き
ま
す
。

―
委
員
長
と
し
て
一
言

　「
明
石
市
内
で
生
活
や
事
業
を
し
て

い
る
全
て
の
人
々
へ
」
を
信
条
に
、
他

市
の
先
進
事
例
な
ど
も
調
査
研
究
し
な

が
ら
取
り
組
み
ま
す
。

穐 原　成 人
【議会歴】
在職４期。議長、副議
長、監査委員、議会運
営委員長などを歴任。
63歳。

ま つ い く み こ

 

【担当分野】
道路や河川、公園など
の整備や都市計画、上
下水道など、市民生活
の基盤となる分野を審
査します。

―
重
点
的
に
取
り
組
む
事
項

　
誰
も
が
住
み
た
い
と
思
う
ま
ち
の
実

現
に
向
け
て
、
今
年
策
定
さ
れ
た
あ
か

し
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
計
画
を
踏
ま
え
、
市

の
都
市
計
画
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

を
定
め
る
「
明
石
市
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
」
と
誰
も
が
安
心
し
て
移
動

で
き
る
持
続
可
能
な
交
通
体
系
の
確
立

を
目
指
す
「
明
石
市
総
合
交
通
計
画
」

の
改
定
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
山
手
環
状
線
な
ど
幹
線
道
路
の
整
備

や
南
畑
踏
切
に
横
断
歩
道
橋
を
設
置
す

る
安
全
対
策
、
安
全
・
安
心
な
水
道
水

が
提
供
で
き
る
よ
う
水
源
を
明
石
川
河

川
水
か
ら
転
換
し
、
阪
神
水
道
企
業
団

か
ら
新
規
に
受
水
す
る
た
め
の
取
り
組

み
も
進
め
て
い
ま
す
。

―
委
員
長
と
し
て
一
言

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
た
だ
け
る
都
市
基
盤
の
整
備
を
進

め
、
災
害
に
も
強
い
持
続
可
能
な
ま
ち

を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

松 井　久美子
【議会歴】
在職６期。議長、副議
長、監査委員、議会運
営委員長などを歴任。
69歳。

生
活
文
化 

常
任
委
員
長
に
聞
く

コロナ禍における市民生活の安定を

建
設
企
業 

常
任
委
員
長
に
聞
く

決
算
審
査

令
和
３
年
度

特別会計決算10件、企業会計決算2件は認定

一般会計の決算状況

１３０１億３８０９万円

歳入（A）

１２７９億６０６５万円

歳出（B）

２１億７７４４万円

形式収支
（C＝A－B）

９億３８１万円

繰越財源
（D）

１２億７３６３万円

実質収支
（C－D）

※（　）は構成比
　構成比は四捨五入の関係で合計100％になりません。

　前年度比で市税は、給与所得の減などにより個人市民税が減少した一方、徴収猶
予分の納付により固定資産税が増加したほか法人市民税なども増加し、７千万円の増。
　国庫支出金は、特別定額給付金にかかる国庫補助金などの減少により213億円の減。
　地方交付税は、国勢調査人口の増加や国税収入の増加による追加交付で普通交付
税が増加し、41億円の増。

一般会計決算を２年連続不認定一般会計決算を２年連続不認定

歳　入
1301億円

市債
87億円
（6.7％）

県支出金
84億円
（6.5％）

地方消費税交付金
64億円
（4.9％）

その他
99億円
（7.7％）

国庫支出金
381億円
（29.3％）

市税
437億円
（33.6％）

地方交付税
149億円
（11.4％）

　前年度比で民生費は、私立保育所・認定こども園等整備事業費などの減少があっ
た一方、子育て世帯や住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事業費の増
加などにより68億円の増。
　総務費は、市民全員・飲食店サポート事業費の増加があった一方、特別定額給付
金給付事業費や国勢調査事業費の減少などにより274億円の減。

※（　）は構成比
　構成比は四捨五入の関係で合計100％になりません。

歳　出
1280億円

公債費
118億円
（9.2％）

教育費
110億円
（8.6％）

土木費
71億円
（5.5％）

その他
71億円
（5.5％）

総務費
131億円
（10.3％）

民生費
652億円
（50.9％）

衛生費
127億円
（9.9％）

　一般会計の歳入は 11.6％、歳出は 11.9％減少し、令和元年度以来、２年ぶ
りの減となりました。
　一般会計の実質収支額は、12億７千万円と46年連続の黒字。財政基金と減債
基金からの繰入金を除くなどした実質的な単年度収支は、４億１千万円と２年
連続の黒字となりました。
　特別会計（国民健康保険事業や介護保険事業など）は、実質収支で６会計が
黒字、４会計は収支差引ゼロとなったほか、企業会計（水道事業、下水道事業）
の２事業は黒字となりました。

決算のポイント

　市の貯金である財政基金など３基金の現在高は121億円で、８億６千万円の増。
　借金である市債の一般会計の現在高は、1167億７千万円で、25億１千万の減。

基金と市債の状況

　財政破綻を未然に防
ぐための「財政健全化
法」では、健全度を判
断する４つの指標（健
全化判断比率）を市民
に公表することを義務
付けています。
　本市の指標は、右表
のとおりで、全ての基
準を満たしています。

市財政の健全度

健全化判断比率 法で定める
早期健全化基準

11.25%

16.25%

25.0%

350.0%

本市の
令和３年度決算

実質赤字比率
（一般会計の年間赤字割合）

連結実質赤字比率
（全ての会計の年間赤字割合）

実質公債費比率
（借金返済の割合）

将来負担比率
（将来負担が見込まれる負債割合）

－

－

3.6%

22.0%

審
査
の
概
要

　

９
月
15
日
の
本
会
議
で

令
和
３
年
度
決
算
審
査
特

別
委
員
会
（
議
長
を
除
く

28
人
の
議
員
で
構
成
）
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

９
月
28
日
の
決
算
審
査

特
別
委
員
会
で
は
、
決
算

議
案
の
説
明
お
よ
び
監
査

意
見
報
告
を
受
け
た
後
、

常
任
委
員
会
の
所
管
ご
と

に
４
つ
の
分
科
会
を
設
置

し
ま
し
た
。

　
分
科
会
で
は
、
市
の
担

当
部
署
か
ら
説
明
を
受
け
、

質
疑
を
行
う
な
ど
、
詳
細

な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

10
月
11
日
に
は
、
再
び

特
別
委
員
会
を
開
き
、
各

分
科
会
の
審
査
内
容
報
告

の
後
、
４
人
の
議
員
か
ら

一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て

意
見
表
明
が
あ
り
、
採
決

の
結
果
、
賛
成
少
数
で
不

認
定
と
し
ま
し
た
。

　

10
月
12
日
の
本
会
議
で

は
、
特
別
委
員
会
の
審
査

報
告
、
一
般
会
計
決
算
に

つ
い
て
賛
成
・
反
対
討
論

の
後
、
採
決
を
行
い
、
賛

成
少
数
で
不
認
定
と
し
ま

し
た
。
な
お
、特
別
会
計
・

企
業
会
計
決
算
計
12
件

は
、
全
会
一
致
で
原
案
ど

お
り
認
定
し
ま
し
た
。

※実質赤字比率と連結実質赤字比率は、赤字でないため値なしと
　して「－」表示　



（7）　　2022年（令和4年）11月１日 第259号あ か し 市 議 会 だ よ り

提案する議会を目指す

【議員歴】
在職４期。議長、副議
長、監査委員、文教厚
生常任委員長などを歴
任。46歳。

 

【担当分野】
議会の円滑な運営に必
要な協議や意見の調整、
法定の事項に関するこ
となどを審査します。

―
重
点
的
に
取
り
組
む
事
項

　
議
会
の
大
き
な
役
割
は
、
議
決
権
と

監
督
権
で
す
。
市
長
の
提
案
が
正
し
い

の
か
、
本
当
に
必
要
な
の
か
を
し
っ
か

り
監
督
し
決
定
す
る
役
割
で
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
は
、
迅
速
な
判
断
と
対
応
を
求

め
て
き
ま
し
た
が
、
振
り
返
る
と
全
て

が
良
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
と
考
え
ま

す
。
あ
ら
た
め
て
、
二
元
代
表
制
の
意

義
を
確
認
し
、
市
民
の
代
弁
者
で
あ
る

議
員
が
、
慎
重
に
議
論
し
て
い
く
こ
と

は
大
切
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
議
員
の
発
言
の
重
み
も
増
し

て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
こ
そ
、
ル
ー
ル
に
の
っ
と
り
、
公
平

公
正
な
議
論
を
行
え
る
議
会
運
営
を
心

掛
け
ま
す
。

―
委
員
長
と
し
て
一
言

　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
て
、
わ

れ
わ
れ
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

提
案
し
、
形
に
す
る
議
会
を
構
築
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

議
会
運
営 

委
員
長
に
聞
く

せ ん じゅう け い す け

千 住　啓 介

本会議における令和３年度一般会計決算に対する討論
10月12日の本会議で賛成・反対討論の後、採決を行い、賛成少数で不認定としました。

決算審査特別委員会における分科会審査報告
10月11日の決算審査特別委員会において、各分科会から審査内容の報告がありました。

　財政運営に疑義があるため、認定に反対する。
　市民全員・飲食店サポート事業は、令和３年８月臨時会において、郵便代等
の費用に無駄が生じることなどを理由に継続審査としたにもかかわらず、市
長は専決処分とし、事業を実施した。今年度、第２弾の事業を実施した際には、
事務経費が約9,300万円削減できており、実施を急ぐという理由で入札も行わ
ず、多額の税金を無駄にしてまで実施する理由があったのか疑義がある。
　ふるさと納税寄付金は、前年度決算でも寄付者の思いに沿った支出がなさ
れていないと指摘を行ったが、いまだに改善されていない。明石ダコの保護
に関しては4,300万円を超える寄付があったが、同事業に充てられた金額は
約180万円程度であり、寄付者の意向に対して誠実な使用とは言えない。
　あかし生活・地域経済応援キャンペーンは、当初予算に３億円が計上され、
議決したにもかかわらず、執行されなかった。実施できない理由も、納得で
きるものではない。

反対討論

＜一般会計＞
●消防団の活動事業および施設整備事業
　地域で災害が発生した場合、消防団が支障なく
活動できるよう装備品や車両について計画的に十
分な配備をされたい。
●災害対策一般事務事業
　避難所の運営においては、高齢者・障害者に配
慮した大人用おむつなどの備蓄を進めているが、
当事者の声を聞いて取り組みを一層進められたい。
●森林環境譲与税の使途
　間伐や担い手の確保、森林整備およびその促進
に関する費用に充てるとされているが、本市は学
校施設整備等に使っているため、市民の理解が得
られるよう使途の透明性を確保し適正な公表に努
められたい。
●JT跡地北側の土地
　土地の売買契約が成立した一方、賃借権確認請
求の調停について、議決したにも関わらず、不成
立に終わっている。交渉の進め方に禍根が残った
ままでは、今後の市政運営にも影響が懸念される。
●ふるさと納税寄付金
　寄付者が使い道を複数のプランから選べるが、
寄付者の意向に沿った使い方になっているのか、
寄付による事業の効果を分かりやすく伝え、さら
なる寄付が期待できる取り組みを進められたい。
●おむつ定期便事業
　おむつなどを配付するだけでなく、配達員によ
る見守り活動により、保護者の不安や悩みに寄り
添い、いち早く異常に気付くことができるよう、
質を落とすことなく取り組まれたい。
●私立保育所・認定こども園整備事業
　本市の待機児童数は、令和３年度は100人と他
市と比べて多い。施設整備に予算を投入し、施設数、
受け入れ児童数を強化してきたが、地域や年齢に
よって定員割れが生じている枠もある。今後、児
童数が減少する可能性も念頭に置き、長期的な保
育需要を予測し、保育士の処遇や施設の利活用に
ついて検討されたい。

●こども医療費助成事業
　財源に一部ふるさと納税寄付金が充当されてい
るが、充当せずとも当初承認した予算の範囲内で
実施できたのではないか。予算執行は、当初予算
に基づき透明性のある執行に努められたい。
●市民全員・飲食店サポート事業（第１弾）
　今年度実施している第２弾の事業では、入札等
によって郵送費や印刷費などの事務経費が約
9,300万円削減できている。早急な実施の必要性
を強調していたが、そこまでの緊急性が求められ
ていたのか疑義がある。多額の税金が事業経費に
費やされることのないよう、税金を大切に扱う意
識を持ち、市民の利益の最大化に努められたい。
●あかし生活・地域経済応援キャンペーン事業
　キャッシュレス決済によるポイント還元事業な
どを含めた取り組みを進めるもので、コロナ禍に
おける市民への支援として予算計上され、議決が
なされたにも関わらず、実施されないまま、次年
度に繰り越された。全ての世代が気軽に扱えるキ
ャッシュレス対応に期待する人々を無視し続けて
いる状況である。議会の議決の重みを考えて事業
を遂行されることを強く望む。
●コミュニティ活動推進事業および市民活動促進事業
　コロナ禍の今こそ、自治会・町内会や校区まち
づくり組織に対する支援が求められる。持続可能
なコミュニティ活動の実現に向けて、人件費に対

する補助やデジタルツールの活用など、住民がど
こに住んでいても活動しやすい環境づくりに努め
られたい。
●明石港再整備事業
　燈ろうの復元工事が完了した明石港旧灯台は、
文化財としての価値が高く、観光スポットとして
訪れる人も増えている。今後も観光協会等と連携
しながら観光資源として活用し、市内に点在する
他の文化財とも絡めて観光ルートになるよう、さ
らなる活用を図られたい。また、旧灯台の周辺に
おいて、猫のふん尿が問題となっているため、文
化財としての価値が損なわれないよう、対策を行
われたい。
＜企業会計＞
●水道事業
　人口増に伴い、前年度に比べ給水人口、給水戸
数ともに増加したが、ミネラルウォーターの利用
などにより年間配水量が減少している。安全でお
いしい水を飲料水等に、さらに利用してもらえる
よう、明石の水道水の安全性をさらに周知された
い。
●下水道管渠整備費
　今後も浸水被害の軽減を図るため、大規模な工
事が必要であり、課題解決に向け必要な予算を確
保した上で、引き続き安全なまちづくりに計画的
に取り組まれたい。

賛成討論
　予算はおおむね適正に執行されたと判断し、認定に賛成する。
　市民全員・飲食店サポート事業は、令和３年８月臨時会で継続審査とした
が、議会閉会後、市長は直ちに地方自治法の規定に基づき本件を専決処分す
ることを決め、予算を執行した。これは、同法が規定する議会が議決すべき
事件を議決しないときの措置である。この処分は、市長の権限として許容さ
れる措置である。
　ふるさと納税寄付金の明石ダコの保護に関する指摘については、現在の明
石市ふるさと納税特設サイトは、表題を「豊かで安全な海づくりを応援」と
あらため、明石海峡の恵みを受けた明石ダコや明石ダイをはじめとする水産
資源の保護のための取り組みなどに活用するほか、水上オートバイ等をはじ
め、誰もが安全に海を利用するための取り組みなどに活用させていただきま
すとの説明文が掲載されている。

かんきょ

一般会計決算を賛成少数で不認定

　

奥
様
を
亡
く
さ
れ
た
ご
主
人
の
話
で
す
。
遺
骨
を

実
家
の
墓
に
納
め
る
た
め
、
飛
行
機
に
乗
り
ま
し
た
。

遺
骨
を
手
荷
物
で
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
知
っ

て
い
ま
し
た
が
、
念
の
た
め
に
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
で
、

そ
の
旨
を
伝
え
て
お
り
ま
し
た
。
座
席
に
着
い
て
し

ば
ら
く
す
る
と
客
室
乗
務
員
が
来
て
、「
奥
様
は
、

ど
ち
ら
に
お
ら
れ
ま
す
か
」
と
尋
ね
ま
し
た
。「
そ

ち
ら
の
棚
の
中
で
す
」
と
言
う
と
、「
お
隣
の
座
席

を
空
け
ま
し
た
の
で
奥
様
を
お
移
し
い
た
し
ま
す
」

と
言
っ
て
遺
骨
の
入
っ
て
い
る
バ
ッ
グ
を
隣
の
席
に

移
し
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
で
止
め
て
く
れ
ま
し
た
。
飲

み
物
を
配
る
際
に
も
、「
奥
様
の
分
で
す
」
と
渡
し

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
ご
主
人
は
、
友
人
に
「
最

後
に
家
内
と
良
い
旅
行
が
で
き
ま
し
た
」
と
非
常
に

喜
ん
で
お
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
話
は
、
規
則
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

規
則
の
範
囲
内
で
、
ど
の
よ
う
に
人
に
寄
り
添
え
る

か
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
市
議
会

議
員
と
し
て
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
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委員会行政視察
　市議会では議員の見識を深め、市の施策や審議の参考とするため、先進自治体への視察を行っています。
　詳しくは、市議会ホームページをご覧ください。

新
庁
舎
整
備
に
つ
い
て

■
日
程　
８
月
３
日
（
水
）

■
視
察
先　
広
島
県
尾
道
市

■
視
察
概
要

　
尾
道
市
の
新
庁
舎
は
、
４
層
５

階
建
て
の
庁
舎
で
コ
ン
パ
ク
ト
な

構
造
に
な
っ
て
い
る
。
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
と
し
て
、
シ
ャ
ッ
タ
ー

が
各
階
で
閉
ま
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
夜
間
や
休
日
の
入
室
を
制

限
し
て
い
る
。
一
方
、
市
民
が
利

用
で
き
る
会
議
室
ス
ペ
ー
ス
や
屋

上
に
開
放
エ
リ
ア
を
設
け
て
お
り
、

い
つ
で
も
気
軽
に
来
庁
で
き
る
よ

う
な
設
計
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、

テ
ラ
ス
の
幅
は
広
く
、
屋
上
ま
で

市
立
川
崎
高
等
学
校
福
祉
科

に
つ
い
て

■
日
程　
７
月
27
日
（
水
）

■
視
察
先　
神
奈
川
県
川
崎
市

■
視
察
概
要

　
市
立
川
崎
高
等
学
校
は
、
高
齢

化
社
会
に
対
応
で
き
る
人
材
養
成

と
特
色
あ
る
高
校
教
育
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
福
祉
科
を
開
設

し
て
い
る
。
同
科
は
、
専
門
職
の

育
成
を
目
指
し
て
お
り
、
授
業
の

半
分
は
、
福
祉
科
専
門
科
目
で
あ

る
。
３
年
間
で
13
週
間
の
介
護
実

習
や
国
家
試
験
合
格
に
向
け
た
き

め
細
や
か
な
指
導
を
行
い
、
令
和

３
年
度
の
介
護
福
祉
士
国
家
試
験

サ
イ
ク
ル
シ
ェ
ア
事
業
お
よ
び　

自
転
車
活
用
推
進
計
画
に
つ
い
て

■
日
程　
７
月
21
日
（
木
）

■
視
察
先　
愛
知
県
岡
崎
市

■
視
察
概
要

　
サ
イ
ク
ル
シ
ェ
ア
事
業
は
、
モ

ノ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
ぐ

「
Ｉ
ｏ
Ｔ
」
に
よ
る
位
置
情
報
管
理

な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
蓄
積
や
、
民
間

に
よ
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

の
可
能
性
の
検
討
、
車
載
機
器
で

取
得
で
き
る
デ
ー
タ
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
活
用
を
目
的
に
行
っ
て
い

る
。
現
在
、
自
転
車
の
保
有
台
数

は
52
台
で
、
ポ
ー
ト
（
無
人
の
貸

し
出
し
・
返
却
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

の
吹
き
抜
け
階
段
は
開
放
感
が
あ

る
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

推
進
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

■
日
程　
８
月
４
日
（
木
）

■
視
察
先　
福
岡
県
北
九
州
市

■
視
察
概
要

　
デ
ジ
タ
ル
市
役
所
推
進
課
を
設

　
今
後
は
、
冷
蔵
倉
庫
を
生
か
し

た
集
荷
・
販
売
の
拡
大
や
市
場
を

よ
り
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
市
民

交
流
を
行
っ
て
い
く
。

福
岡
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
電
子
商

品
券
（
ネ
ク
ス
ペ
イ
）
事
業
お

よ
び
次
世
代
商
店
街
支
援
事
業

に
つ
い
て

■
日
程　
８
月
３
日
（
水
）

で
は
、
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
合

格
率
を
誇
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地

域
で
活
躍
す
る
卒
業
生
が
情
報
発

信
す
る
こ
と
で
、
入
学
時
に
は
す

で
に
高
い
目
標
や
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

を
持
っ
た
生
徒
が
集
ま
り
、
ミ
ス

マ
ッ
チ
も
防
げ
て
い
る
。

シ
ブ
ヤ
「
部
活
動
改
革
」　　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

を
18
カ
所
設
置
し
て
い
る
。
料
金

は
15
分
50
円
で
、
上
限
は
12
時
間

千
円
で
あ
る
。
返
却
は
ど
こ
の
ポ

ー
ト
で
も
可
能
と
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
環
境
負
荷
の
低
減
や

市
民
の
健
康
増
進
、
観
光
施
策
・

施
設
と
の
連
携
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
自
転

車
活
用
推
進
計
画
を
策
定
し
て
い

る
。

総
務
常
任
委
員
会

飯
塚
市
公
設
地
方
卸
売
市
場

の
再
整
備
に
つ
い
て

■
日
程　
８
月
２
日
（
火
）

■
視
察
先　
福
岡
県
飯
塚
市

■
視
察
概
要

　
今
年
５
月
に
開
場
し
た
新
卸
売

市
場
の
特
徴
は
、
同
一
敷
地
内
に

施
設
を
集
約
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な

配
置
や
密
閉
型
施
設
に
よ
る
生
鮮

食
料
品
の
品
質
劣
化
の
防
止
、
冷

蔵
倉
庫
の
設
置
に
よ
る
温
度
管
理

機
能
の
向
上
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

生
鮮
食
料
品
の
安
定
的
な
供
給
が

可
能
と
な
る
た
め
、
大
規
模
災
害

時
の
物
流
と
防
災
の
機
能
を
支
え

る
拠
点
と
し
て
も
活
用
で
き
る
。

生
活
文
化
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

建
設
企
業
常
任
委
員
会

自転車を活用した事業を視察（岡崎市）

置
し
て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル
窓
口
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
開
設
し
、
電

子
申
請
や
施
設
の
予
約
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
な
ど
を
集
約
し
た

ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
全
国
初
の
試
み
と
し
て
、

図
書
カ
ー
ド
を
持
参
し
な
く
て
も
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し

て
、
ア
プ
リ
だ
け
で
図
書
館
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
会
議
な
ど
の
音
声

デ
ー
タ
を
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
に
変

換
す
る
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
に
よ

る
議
事
録
作
成
サ
ー
ビ
ス
の
取
り

組
み
や
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
陽
性

者
の
管
理
な
ど
を
デ
ジ
タ
ル
で
一

元
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
業
務

の
効
率
化
と
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を

図
っ
て
い
る
。

■
日
程　
７
月
28
日
（
木
）

■
視
察
先　
東
京
都
渋
谷
区

■
視
察
概
要

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
は
、
休
日
の
部
活

動
を
段
階
的
に
地
域
移
行
す
る
方

向
性
を
示
し
て
お
り
、
渋
谷
区
で

は
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
部
の

設
置
や
学
校
の
働
き
方
改
革
を
見

据
え
た
部
活
動
の
地
域
移
行
を
実

現
さ
せ
る
た
め
、
シ
ブ
ヤ
「
部
活

動
改
革
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施

し
て
い
る
。
渋
谷
区
が
委
託
し
て

い
る
渋
谷
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
は
、
10

種
目
の
部
の
運
営
を
行
っ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
有
名
企
業
等
の
支
援

を
受
け
る
と
と
も
に
、
学
校
や
施

設
と
の
調
整
、
協
力
企
業
等
と
の

専
門
指
導
員
派
遣
の
業
務
委
託
、

教
員
・
生
徒
へ
の
情
報
提
供
や
募

集
案
内
等
を
行
っ
て
い
る
。

■
視
察
先　
福
岡
県
福
岡
市

■
視
察
概
要

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
電
子
商
品
券
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
用
い
て
、
市

や
実
行
委
員
会
が
運
営
す
る
電
子

商
品
券
ア
プ
リ
に
接
続
し
、
一
定

金
額
を
チ
ャ
ー
ジ
す
る
。
チ
ャ
ー

ジ
し
た
金
額
に
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム

分
が
付
与
さ
れ
る
。
な
お
、
電
子

商
品
券
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

利
用
す
る
た
め
、
操
作
が
苦
手
な

人
に
は
、
市
内
の
携
帯
シ
ョ
ッ
プ

で
無
償
の
説
明
会
を
実
施
し
た
。

　
今
後
は
、
個
人
を
特
定
で
き
な

い
形
で
居
住
地
や
年
齢
、
利
用
金

額
、
時
間
帯
な
ど
の
販
売
傾
向
を

分
析
し
、
地
域
の
行
動
実
態
を
把

握
す
る
こ
と
で
、
効
率
的
な
販
売

促
進
や
商
業
の
底
上
げ
に
つ
な
げ

て
い
く
。

市
営
住
宅
の
活
用
に
つ
い
て

■
日
程　
７
月
22
日
（
金
）

■
視
察
先　
愛
知
県
名
古
屋
市

■
視
察
概
要

　
市
営
住
宅
に
お
け
る
入
居
者
の

孤
立
死
防
止
や
高
齢
単
身
者
の
入

居
機
会
拡
大
の
た
め
、
60
歳
以
上

の
単
身
者
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
支

援
を
受
け
な
が
ら
、
複
数
世
帯
向

け
住
戸
で
共
同
居
住
す
る
事
業
を

行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
入
居
者
の
高
齢
化
に
よ

る
自
治
会
活
動
の
担
い
手
不
足
を

解
決
す
る
た
め
、
一
定
以
上
の
所

得
の
あ
る
子
育
て
世
帯
や
35
歳
以

下
の
夫
婦
世
帯
向
け
に
、
地
域
活

動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
な

ど
を
条
件
に
入
居
者
の
募
集
を
行

っ
て
い
る
。

新庁舎の議場（尾道市）高校内にある実習室（川崎市）

新卸売市場を視察（飯塚市）
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第41回　全国豊かな海づくり大会兵庫大会
～御食国ひょうご～
11月12日　　▶ 11月13日　　開催

　明石市議会では、昨年６月に明石市議会豊かな海づくり大会推進委員会を設置し、本市をメイン会場と

して行われる全国豊かな海づくり大会兵庫大会に向けて、大会への市民理解と参加の輪を広げ、市全体で

大会を盛り上げる機運を醸成するための取り組みを進めるほか、大会開催を契機として、豊かな海を次世

代につなぐための持続的な取り組みができないか、漁業関係者などと意見交換を行ってきました。

推 進 委 員 会 の 取 り 組 み

大 会 の 概 要

　昨年度は、委員会を８回開会し、県の担当課や明石市漁業組合連合会、県立水産技術センターと意見交換
を行い、課題を共有するとともに、小学生による産卵用タコつぼへの絵付け体験に協力するなどの取り組み
を行いました。昨年11月10日には、豊かな海づくりに向けた提言書をまとめ、市長へ提出しています。
　今年２月４日には、令和４年度の予算編成にあたり、市長に対して大会の市民認知度を高め、機運を醸成
するための予算を拡充するよう要望しました。

兵庫県豊かな海づくり室との意見交換 市長へ提言書を提出

昨年のプレイベントの様子
海上歓迎（上）、放流行事（下）

タコつぼの絵付け

提言書の詳細は
こちら

〇招待者のみの参加となります。

式典行事
◆11月13日（日）午前
◆市民会館
次代を担う高校生がナビゲートし、
漁業後継者と手を携え「豊かな碧
い海の未来」を誓います。

関連行事
◆11月12日（土）、13日（日）
◆明石公園西芝生広場ほか
「豊かな海づくりフェスタ2022」の開催に加え、式典行事などの映像を中継します。

〇招待者のみの参加となります。

海上歓迎・放流行事
◆11月13日（日）午後
◆明石港ベランダ護岸
約100隻規模の漁船団パレード
を実施し、豊かな海の創出を目
指す漁業者の意気込みを全国に
アピールするとともに、マダイ、
ヒラメの稚魚放流を行います。

けつみ くに

日土
大
会
テ
ー
マ

「
広
げ
よ
う
　碧
く
豊
か
な
　海
づ
く
り
」

あ
お

あお

　今年度は、８月５日に海の貧栄養化によるノリの色落ちなどにつ
いて明石市漁業組合連合会と意見交換し、９月９日にはノリ養殖漁
場へ栄養塩供給のために施肥投入などを行っている佐賀県有明海漁
業協同組合へオンラインでの視察を行いました。
　また、９月議会では、明石市漁業組合連合会からの「豊かな明石
の海を目指して明石市二見浄化センターから排水される栄養塩分布
の最適化に関する請願」を全会一致で採択しています。

佐賀県有明海漁業協同組合と
オンラインで意見交換
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　令和４年８月６日（土）に小学生を対象とした議会体験ツアーを午前（高学年の部）と午後（低学年の部）

の２部制で開催しました。

　定員を超える申し込みがあり、抽選の結果、計35組の親子の参加がありました。午前の部・午後の部ともに、

議会棟探検ツアーを行い、議員の案内により議会棟内の部屋を探検しました。

　高学年の部では、議会の仕組みを勉強して、実際に本会議場の議員席に着いて模擬本会議を行いました。  

小学生が演壇に上がって質問を行い、議員が答えました。

　低学年の部では、議会クイズを行い、議員と話してみようのコーナーでは、グループにわかれて議員と話を

しました。

・実際に質問できて楽しかった。

・普段は入れない場所に行ったり、座ったりして

　貴重な経験になりました。

・議場で話をするのは緊張した。それだけ一つの意見

　が大切と分かった。

・子どもが議会を身近に感じられた。

・めったにない体験ができて勉強になった。

・大人になったら議長になってみたいと思った。

・いろんなことが知れて楽しかったし勉強になった。

・親子で参加して、議員とも話ができて勉強になった。

・実際に質問できて楽しかった。

・普段は入れない場所に行ったり、座ったりして

　貴重な経験になりました。

・議場で話をするのは緊張した。それだけ一つの意見

　が大切と分かった。

・子どもが議会を身近に感じられた。

・めったにない体験ができて勉強になった。

・大人になったら議長になってみたいと思った。

・いろんなことが知れて楽しかったし勉強になった。

・親子で参加して、議員とも話ができて勉強になった。

参加者からの声参加者からの声
議会クイズ　体験ツアー当日に出たクイズ

第１問　明石市議会の議員の定数は何人でしょうか。

　①　10人　　②　30人　　③100人

第２問　市議会議員には何歳からなれるでしょうか。

　①　18歳　　②　20歳　　③25歳

答
え

第
１
問

　
② 

30
人

第
２
問

　
③ 

25
歳

親子で議会体験ツアーを開催親子で議会体験ツアーを開催
夏休み

高学年の部
低学年の部
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図書室

※１ 常任委員会…専門的な話し合いをするために、総務・文教厚生・生活文化・建設企業の４つの委員会があります。
 　　　　　　議員はいずれかの委員会に所属しています。
※２ 議会運営委員会…本会議の進め方などを話し合う委員会です。議会の日程や内容、質問の順番を話し合って決めます。
※３ 代表者会…３人以上の議員で構成する会派の代表者が、会派間の意見調整などのために話し合います。
※４ 会派…政治についての考え方や目的が同じ議員が集まって作るグループです。

用語解説

議会棟探検ツアーに

参加してみよう

議会棟探検ツアーに

参加してみよう

議長室 本会議場

本会議を傍聴できます。

傍聴席は75席あります。

第１委員会室 傍聴席大会議室

第４委員会室 会派控室

議長が仕事をする部屋です。

代表者会（※３）などが開かれます。

全議員が集まって話し合います。

歴代の議長の写真があります。

常任委員会（※１）や議会運営

委員会（※２）などが開かれます。

委員会室の部屋は合計４つ

あります。

議員が所属する会派（※４）ごと

に会議の準備をします。

当日は最後に議長から

修了証を受け取りました。

議員が調査活動で使用します。

約1400冊の本や資料があります。

市民の方も利用できます。



2022年（令和4年）11月１日　　（12）第259号 あ か し 市 議 会 だ よ り

議案第62号 明石市職員の育児休業等に関する条例及び明石市職員の勤
務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する条
例制定のこと

〃 第63号 明石市市税条例等の一部を改正する条例制定のこと
〃 第64号 令和４年度明石市一般会計補正予算（第５号） 
〃 第65号 財産区有土地処分のこと
〃 第66号 財産区有土地処分のこと
〃 第67号 令和３年度明石市一般会計歳入歳出決算
〃 第68号 令和３年度明石市葬祭事業特別会計歳入歳出決算
〃 第69号 令和３年度明石市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算
〃 第70号 令和３年度明石市財産区特別会計歳入歳出決算
〃 第71号 令和３年度明石市公共用地取得事業特別会計歳入歳出決算
〃 第72号 令和３年度明石市石ヶ谷墓園整備事業特別会計歳入歳出決算
〃 第73号 令和３年度明石市地方卸売市場事業特別会計歳入歳出決算
〃 第74号 令和３年度明石市介護保険事業特別会計歳入歳出決算
〃 第75号 令和３年度明石市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算
〃 第76号 令和３年度明石市病院事業債管理特別会計歳入歳出決算
〃 第77号 令和３年度明石市母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計

歳入歳出決算  
〃 第78号 令和３年度明石市水道事業会計決算  
〃 第79号 令和３年度明石市下水道事業会計決算及び利益の処分のこと
〃 第80号 副市長選任につき同意を求めること（横田氏）
〃 第81号 副市長選任につき同意を求めること（佐野氏）
〃 第82号 教育委員会委員任命につき同意を求めること  
〃 第83号 令和４年度明石市一般会計補正予算（第６号） 

議員提出議案第８号 女性デジタル人材育成を強力に推進するための支援を求め
る意見書提出のこと

議員提出議案第９号 泉房穂市長に対する問責決議のこと 
請願受理第４号 豊かな明石の海を目指して明石市二見浄化センターから排

水される栄養塩分布の最適化に関する請願

議案の概要については、市議会のホームページもしくは市役所１階
の行政情報センターで閲覧できます。

第２回定例会
９月議会 議 案 の 賛 否 一 覧

議　案

自民党 真誠会 公　明　党 明石かがやきネット 日本共産党 維新の会 スマイル会 フォーラム
明石 大路会 未来明石 かけはし 

ＳＤＧｓ

採決結果
石
井　
宏
法

井
藤　
圭
順

灰
野　
修
平

林　
　
健
太

寺
井　
吉
広

榎
本　
和
夫

千
住　
啓
介

三
好　
　
宏

穐
原　
成
人

辰
巳　
浩
司

坂
口　
光
男

国
出　
拓
志

飯
田　
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議案第62号～同第66号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第67号 × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 不 認 定
議案第68号～同第79号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案認定
議案第80号～同第82号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案同意
議案第83号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議員提出議案第８号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議員提出議案第９号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × ○ ○ × 原案可決
請願受理第４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　　択

※榎本議員は議長のため、採決には加わりません。

　

夏
休
み
親
子
で
議
会
体

験
ツ
ア
ー
が
無
事
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
多
く
の
方
に

ご
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
抽
選
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら

落
選
さ
れ
た
方
は
、
次
の

機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
参
加
し
て
く

だ
さ
っ
た
小
学
生
の
表
情

を
見
て
い
る
と
自
分
ま
で

楽
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
夏
休
み
の
思
い
出

の
一
つ
に
な
っ
て
く
れ
た

ら
う
れ
し
い
で
す
。  （
は
） 本会議は明石ケーブルテレビ717chで生中継されます。

12月議会の予定
※日程は変更する
　場合があります。

11月
29日（火） 10:00 本会議(議案上程・提案説明)
12月
  6日（火）10:00 本会議(質疑・一般質問)
  7日（水） 〃 本会議(質疑・一般質問)
  8日（木） 〃 本会議(質疑・一般質問)
  9日（金） 〃 総務常任委員会
12日（月） 〃 文教厚生常任委員会
13日（火） 〃 生活文化常任委員会
14日（水） 〃 建設企業常任委員会
20日（火） 〃 本会議(委員会審査報告・議案採決)

令和４年第２回定例会

〔表示例〕 ○……賛成　×……反対

泉房穂市長に対する問責決議を賛成多数で可決

　10月12日の本会議では、泉房穂市長に対する問責決議を賛成多数
で可決しました。以下はその要旨です。

　泉市長は就任以来、再三の不適切な言動、議会対応について議
会が指摘を行ってきたにもかかわらず、今日に至っても変わらない。
　令和３年８月臨時会では、市民全員・飲食店サポート事業費を
計上する補正予算議案について、議会が個人単位での送付方法や
事務費などに疑義があるとして継続審査と議決した直後に専決処
分を行った。今年度、同事業の第２弾を実施した際には、事務費
が昨年に比べ約 9300万円削減できており、多額の税金を無駄に
した市長の判断は予算執行者としての自覚が希薄である。
　また、昨年12月に賛成多数で可決した議員提出議案の工場緑地
面積率等を緩和する条例について、市長は議決に違法性があると
して特別再議に付した。その後、３月議会で賛成多数で再可決し
たにもかかわらず、県に審査申し立てを行い、棄却された。結果
として条例の施行が３月 1 日から５月20日にずれ込み、市民に多
大な不安と迷惑をかけている。
　さらに、市長が２月12日にツイッターへ投稿した企業の法人市
民税の税額は、地方税法第22条に規定する秘密に該当することは
明らかであり、これをSNSで不特定多数の第三者が見られる状態
にした行為は、同法に抵触するものと考えられる。
　これらの行為から市長は、自己の主観のみで物事を決め、市長
自身と相反する考えは排除するという姿勢が見られ、こうした言
動は危険であり市長として不適切である。
　よって、本市議会は、泉市長に対し、猛省を促
すとともに、市長としての責任を強く問うもので
ある。 全文はこちら


